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I 序論

山本夕貴伊藤実希新田一葉（厚生連滑川病院）
ーノ山隆司（金城大学看護学部）

A病院健康管理センター（以下センターとする）では，生活習慣病を主体とした健康診断を実施してい
る． 2023 年度の精密検査受診率は，がん項目84. 3 ％，特定健診項目73.5 ％であり，特定健診項目の受診
率が低い状況であったまたA病院に勤務する看護師の受診率も 60％と十分とは言えず，医療従事者自
身の健康管理意識と精密検査受診行動が課題と考えられた ． 先行研究 1

) では，受診行動には問題解決型
行動特性が関 連することが挙げられており，行動を起こす前の計画性や行動力が受診行動に影孵する可
能性が示されている．そこで，本研究ではA病院で勤務する看護師の個人特性および勤務特性と健康関

心度との 関連を検討し，精密検査受診行動支援のあり方について検討する．
II 研究方法
1 研究対象者： A病院に勤務する 20歳代から 60歳代の看護師71名．

2 調査期間： 202X年9月～10月
3 調査方法：自記式質問用紙を実施し，投函または回収した．
4 調査内容
1) 属性（年代，勤続年数，夜勤回数，役職の有無，精密検査受診の有無）

2)健康関 心度得点は，小澤ら 2) の健康関 心度尺度 1 2 項目を用いて測定し健康への意識，意欲， 価値
観の得点を算出した．問題解決型行動特性は宗像 3

)の問題解決型行動特性尺度10項目を用い測定した．
5 分析方法

ェクセル統計ソフト2010を使用し，属性別に健康関 心度得点の平均値の差を検討した．2群比較では
WelchのT検定， 3群以上の比較では一元配置分散分析およびTukey法を用いた．精密検査受診の有無
を目的変数とし， 多変最ロジスティック回帰分析を用いた．有意水準は5％とした．
6 倫理的配慮

本研究は研究目的，方法，参加も自由意志，不利益がないことを文書で説明し，同意を得て実施し
たデータは匿名化し，適切に管理した．A病院の看殺部倫理審査委員会の承認を得て実施した．
m 結果

対象者71名のうち，精密検査受診あり 41名 (57 .7%)精密検査受診なし 30名 (4 2. 3%)であった．
勤続年数と健康意欲得点との間に有意差が認められた (F=2. 57, p =O. 046)（表 1). 一方，年代，勤続
年数役職の有無，夜勤回数，精密検査受診の有無と健康意識得点および健康価値観得点との間に有意
差は認められなかった．Tukey法による多重比較検定の結果，16 年～ 21 年未満の群は 21年以上の群よ
り有意に高かった(p=O. 026).また多変最ロジスティック回帰分析の結果，問題行動特性尺度得点と精
密検査受診行動との関連は認められなかった．
w 考察

本研究では， A病院に勤務する看護師の個人特性および勤務特性と健康関心度ならびに精密検査受診
行動との関連を検討した．その結果，勤続年数と健康意欲得点の間に有意差が認められ，16~21年未満
群で高値を示した．これは，臨床経験の積み重ねやライフステ ージの変化に伴い， 自身の健康管理への
行動意欲が高まりやすい可能性が考えられる． 一方，各属性と健康意識，健康価値観および健康関心度
得点において有意差が認められなかった．これは健診受診を通して， 定期的に健康状態の把握をする環
境にあり，健康意識が一定水準に保たれていたことが影響した可能性が示唆される．

また問題解決型行動特性得点と精密検査受診行動との関連は認められなかった．精密検査受診行動は
心理的負担や時間的制約などの影響をうけやすい側面がある．葛谷ら 4) は，「未受診者の受診行動につ
なげるためには， 受診時間を確保できるための体制を整えるだけではなく，精検受診の必要性や精検受
診することで得られる利益を認識することで， 対象者自ら時間を設けて受診しなければと思うことが必
要と示唆される．」と述べている．これらは看護師においても同様の課題であり，これらは，職域におけ
る看護師にも共通する課題と考えられる．看護師は医療知識を持つ反面，多忙な勤務環境により受診行





三］
農作業中の熱中症調査の結果報告

富山県農村医学研究会 吉田 稔

はじめに

富山県における農業災害事故の特徴や課題を明らかにするために、 これまで県内の医療
機関や接骨院などにアンケー ト調査してきた。 特に 2024 年は猛暑で農作業中の熱中症の報
道が多く、 これについて別項目を設けて多くの回答を得たので報告する。
対象および方法

2013 年から 2024 年に、 富山県内の医療機関（外科系・眼科・救急などの病院や医院・診
療所） 220 カ所や接骨院 480 カ所の約 700 か所に調査用の往復はがきを年 2 回（前期、 後
期）送付し、 返信で事故例有の場合は、 詳細報告書を郵送または 2024 年から Google フォ
ームで農業災害事故例を収集した。 また、 報道機関からも収集した。 その結果、 農業機械
による事故例 231件、 農業機械以外による事故例 283件、 熱中症による事故例 26件（重複
有）、 報道機関発表 23件（重複有） の回答を得た。
結果と考察

農作業中の熱中症は、 この 12 年間で 26件報告され、 2024 年は別項目で事故例を収集し
たため 16件と多く回答を得た。 重症度別は軽症 11件、 重症 3件、 死亡12件でした（表
1)。

表1．熱中症の重症度
重症度 2014 2020 2021 2022 2023 

軽症
重症 2 1 

死亡 2 1 1 

総計 2 2 2 1 

発症時期は 4月～10月で、 8月が 表2 ． 熱中症発生月
10件（うち死亡6件） で最も多く、 7
月 5件（うち死亡3件）、 9月 5件、 6

発症月
4 

b月2件（うち死亡1件）、 5月2件（う七
死亡1件） 4月死亡1件、 10月 1件で
した（表2)。 過去 10 年間の猛暑日は

5 
6 

7 
2014 年 6 回から 2024 年 20 回と年々 8 
増加傾向で 2024 年 8月の最高気温は ， 

39.2℃でした。 また、 夏日以上の期間 10 

は 4月～11月でした。 総計
発症年齢は、 50 歳代 1件、 60 歳代

軽症

2 
4 
4 
1 

11 

2件、 70 歳代 9 件（うち死亡4件）、 表3．熱中症発症年齢
80 歳代 11件（うち死亡7件） が最も
多く、 90 歳代 3 件（うち死亡1件）
で、 死亡12件は 70 歳代以上でした
（表3)。

農機によるものが3件（うち草刈機
3件）、 農機以外によるものが 23件
（うち特になし 9件、 不明 14件） で
した。 （表4)。

発症年齢
50-59

60-69

70-79

80-89

90-99

総計

軽症

2 

5 

2 

2 

11 

2024 総計

1 1 11 

3 

3 5 12 

3 16 26 

重症 死亡 総計
1 1 

1 1 2 
1 1 2 

3 5 
6 10 

1 5 
12 

3 12 26 

重症 死亡 総計
1 1 

2 

4 ， 

2 7 1 1 

1 3 

3 12 26 





セルフモニタリングによる健康チェックで明らかになったこと
-2004年以降、日々の記録より 一

富山県厚生連健康福祉課 大浦栄次

はじめに
2015年の本研究会の発表習慣に おいて、それまで行ってきたセルフモニタリングの結果について

報告した。つま り2004年4月より森本の8つの健康習慣について日々記録、および 毎朝6時頃に体重、
体脂肪、血圧、血糖値の測定、さらに2006年4月より腹囲、なら びに室温の記録を報告した。なお、
日々の飲酒最は1991年7月より、また歩数は同年の10月より記録を始めた。

ここでは、前回報告した65歳までの記録以降の記録から76歳の現在までの約15年間に明らかにな
った結果と課題について主に述べる。なお、65歳以降は73歳までの勤務時間は朝から午後3時まで

であり、この2年間は週2回の勤務としている。また、70歳以降家庭菜園を始め冬場を除いて毎朝
直売所へ約100品目の野菜を出荷している。

方 法
森本の8つの健康習慣（喫煙、飲酒、睡眠、ストレス、仕事、食事、朝食、運動）について、守れた

場合1点として記録した。血糖値はク ｀ ルテスト ・ ネオ ・ センサーを用いた。
歩数はスス ｀ ケンのライ7コーが ーを用い、夜間も装着し、歩数、総加炉、運動による加炉消贄も記録した。

結果と考察
森本の8つの健康習慣の達成率を図lに示した。2015年の65歳までの通常勤務時期では土日祭日を

除く平日ではストレスが高かく、また労働7時間の達成率も低か ったが、今回はパー ト勤務や責任あ

％ 
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る職責から離れたためか改善がみられた。図2は
年度別の睡眠時間7時間以上の達成率の推移を示
した。2022年から 達成率が上昇している。これ
は、 「睡眠によりアルツハイマ ー病の原因物質の
アミロイドBタンパク質が適切な睡眠をとるこ
とで、体外へ排出される」との健康情報を得、

これまでかなり睡眠に対して無頓着であったも
のを意識的に7時間以上眠るように努力した結果
であり2024年、2025年では達成率が80％を越え
た。

次に図3に2021年以降の月別平均体重の推移を
示した。夏場は体重が低下し冬場に体重が増加
している。同様に月別体重の平均値でも夏場に
体重は低下し冬場に増加している。一方図5に示
す通り、月別平均歩数は冬場に低下し夏場に増
加している。もちろん夏場は活動しやすい季節
のためであると考えられる。さらに筆者の場合

図3 月別平均体重の推移
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